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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建築物の壁面に背面を接して設置されるとともに、背板がないことにより開放した状態
の背面が壁面に閉塞される壁面利用収納設備であって、
　上部に配置される天板と、下部に配置される底部と、左右両側に配置される側部と、こ
れら天板と底部と左右の側部に囲まれた空間の前面側に配置される開閉部材及び該開閉部
材を支持する矩形枠状の枠部を有する開閉枠部とを備え、棚板の位置が変更可能となるよ
うに、前記枠部に前記棚板が支持され、
　前記天板、底部、側部及び開閉枠部が建築物内に運び込まれて前記壁面に背面を接した
状態で組み立てられることを特徴とする壁面利用収納設備。
【請求項２】
　建築物の壁面に背面を接して設置されるとともに、背板がないことにより開放した状態
の背面が壁面に閉塞される壁面利用収納設備であって、上部に配置される天板と、下部に
配置される底部と、左右両側に配置される側部と、これら天板と底部と左右の側部に囲ま
れた空間の前面側に配置される開閉部材及び該開閉部材を支持する矩形枠状の枠部を有す
る開閉枠部とを備え、これら天板、底部、側部及び開閉枠部が建築物内に運び込まれて前
記壁面に背面を接した状態で組み立てられ、
　前記壁面に棚板取付部が取り付けられ、該棚板取り付け部に棚板が支持されていること
を特徴とする壁面利用収納設備。
【請求項３】
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　建築物の壁面に背面を接して設置されるとともに、背板がないことにより開放した状態
の背面が壁面に閉塞される壁面利用収納設備であって、上部に配置される天板と、下部に
配置される底部と、左右両側に配置される側部と、これら天板と底部と左右の側部に囲ま
れた空間の前面側に配置される開閉部材及び該開閉部材を支持する矩形枠状の枠部を有す
る開閉枠部とを備え、これら天板、底部、側部及び開閉枠部が建築物内に運び込まれて前
記壁面に背面を接した状態で組み立てられ、
　少なくとも一方の側部を前記壁面と直交するコーナ部壁面に接して配置することが可能
とされ、かつ、前記側部に設けられる側板として、該側板の外側の側面が、コーナ部壁面
に接することなく露出する場合に用いられる化粧側板と、前記側板の外側の側面がコーナ
部壁面に接して露出しない場合に用いられる調整材とが用意され、これら化粧側板と調整
材とのうちのいずれかを選択して使用可能とされていることを特徴とする壁面利用収納設
備。
【請求項４】
　請求項３記載の壁面利用収納設備において、前記化粧側板及び調整材の内面側に棚板を
支持する棚板支持部が設けられていることを特徴とする壁面利用収納設備。
【請求項５】
　請求項４記載の壁面利用収納設備において、前記調整材が、前側に配置される前部調整
材と後ろ側に配置される後部調整材とからなり、これら前部調整材と後部調整材との両方
に棚板支持部が設けられていることを特徴とする壁面利用収納設備。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一つに記載の壁面利用収納設備において、前記壁面に受桟が取
り付けられ、該受桟に少なくとも天板が支持されることにより、前記底部が床面から離れ
て全体が吊られた状態となっていることを特徴とする壁面利用収納設備。
【請求項７】
　 請求項６に記載の壁面利用収納設備において、左右両側部が前記壁面と直交するコー
ナ部壁面に接して配置され、該コーナ部壁面にも受桟が取り付けられ、前記壁面に取り付
けられた受桟と前記コーナ部壁面に取り付けられた受桟との両方により吊られた状態に支
持されていることを特徴とする壁面利用収納設備。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、建築物の壁面に背面を接して設置されるとともに、背板がないことより開放し
た状態の背面が壁面に閉塞される壁面利用収納設備に関する。
【０００２】
【背景の技術】
従来より、住宅内の台所や玄関等に壁面を利用した収納設備が設置されている。この収納
設備の一例として、全体が吊られた状態で壁面に設置される吊戸棚があげられる。例えば
特開平５－９１９２５号公報に開示されている吊戸棚は、底面を形成する平板状の底板と
、底板の両端から垂直に立設する側板と、この両側板の上端面間に水平に渡された天板と
を備え、背面側に底板・側板・天板からなる背面側の開口を覆う背板を設置し略四角箱状
に形成されたものであった。そして、壁面に吊戸棚を設置する際には、壁面に受材を設け
て、この受材に吊戸棚を固定するようにしていた。
【０００３】
しかし、上記した吊戸棚は、全体形状が箱状であるため、部材数が多く組み立てが容易で
はない。また、コストも高く、在庫管理も大変であるという問題があった。さらに、全体
形状が箱状に設定されているため、形状の異なるものを作ることが難しく、種々のバリエ
ーションのものに展開することが容易ではないという問題があった。また、上記した吊戸
棚は、上述のように組み立てが困難なので、予め工場等で組み立てるのが好ましいが、輸
送時において、箱状だとかさばるという問題もあった。
【０００４】
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そこで、これら問題点を解決すべく特開平１１－７５９５１号公報に開示される吊戸棚が
考案された。この吊戸棚は、全体形状が箱状に形成されておらず、天板、底板及び収納箱
の三種類の部材により形成されている。そして、天板は収納箱の上面に固定され、底板は
収納箱の下面に固定されている。すなわち、通常の側板を形成する代わりに、天板及び底
板の間に収納箱が挟み込まれている。そして、これらの構成によって前記した問題点を解
決するようにした。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、この吊戸棚は全体形状が箱状ではないものの、収納箱を壁面に設置して天
板及び底板を固定するため、収納箱を必ず壁面に取り付けなければならない。この収納箱
は箱状であって組立が容易ではないのに加え、吊戸棚全体の形状をある程度限定したもの
とする。そして、箱状の収納箱は輸送時にかさばり、前記した問題点を解決するには不充
分であった。また、背板を使用せずに壁面に背板の代用をさせているが、収納箱が設置さ
れる部分には背板が取り付けられており、収納設備の背面に相当する壁面を有効に利用し
ているとは言えなかった。
【０００６】
そこで本発明は、組立が容易で、かつ、輸送時において部材がかさばらない収納設備を提
供するとともに、収納設備の背面に相当する壁面を背板として有効に利用することを目的
とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　請求項１記載の発明は、例えば図２、３、８、９に示すように、建築物の壁面に背面を
接して設置されるとともに、背板がないことにより開放した状態の背面が壁面に閉塞され
る壁面利用収納設備（以下、収納設備と称する）Ａであって、上部に配置される天板１と
、下部に配置される底部２と、左右両側に配置される側部３と、これら天板１と底部２と
左右の側部３に囲まれた空間の前面側に配置される開閉部材（扉）４ｂ及び該開閉部材４
ｂを支持する矩形枠状の枠部４ａを有する開閉枠部４とを備え、棚板８の位置が変更可能
となるように、前記枠部４ａに前記棚板８が支持され、
　前記天板１、底部２、側部３及び開閉枠部４が建築物内に運び込まれて前記壁面に背面
を接した状態で組み立てられることを特徴とする。
　請求項２に記載の発明は、例えば図１１に示すように、建築物の壁面に背面を接して設
置されるとともに、背板がないことにより開放した状態の背面が壁面に閉塞される壁面利
用収納設備Ａであって、上部に配置される天板１と、下部に配置される底部２と、左右両
側に配置される側部３と、これら天板１と底部２と左右の側部３に囲まれた空間の前面側
に配置される開閉部材（扉）４ｂ及び該開閉部材４ｂを支持する矩形枠状の枠部４ａを有
する開閉枠部４とを備え、これら天板１、底部２、側部３及び開閉枠部４が建築物内に運
び込まれて前記壁面に背面を接した状態で組み立てられ、
　前記壁面に棚板取付部１６が取り付けられ、該棚板取り付け部１６に棚板が支持されて
いることを特徴とする。
【０００８】
　請求項１および２記載の発明によれば、収納設備Ａを壁面に設置する際に、天板１、底
部２、側部３及び開閉枠部４が壁面に背面を接した状態で容易に組み立てられる。また、
収納設備Ａを構成する部材が箱状ではないので、輸送時において、部材がかさばることも
ない。
　また、請求項１記載の発明によれば、棚板８の位置が変更可能となるように、枠部４ａ
に棚板８が支持されるので、収納設備Ａ内部の棚板８の位置を任意に変更することができ
る。
　請求項２記載の発明によれば、壁面１０を躯体利用して棚板を支持するので、棚板にか
かる収納物にある程度の重量があるとしても、この収納物を十分に支持することができる
。また、例えば、クローゼットのような大きな収納設備Ａを壁面１０に設置した場合、棚
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板取付部１６により壁面１０を利用して棚板及び収納物を支持するので、収納設備Ａにか
かる荷重を軽減させ収納設備Ａを安定な状態で壁面１０に設置できる。特に、請求項５及
び６にかかる発明であって、収納設備Ａを壁面に吊られた状態にする場合には、壁面を躯
体利用して棚板を支持することが有効となる。
【０００９】
　また、請求項１および２記載の発明によれば、収納設備Ａを壁面に設置する場合、予め
組み立てられた箱状の収納設備なら壁面側に移動させることも壁面に仮置きすることにも
手間を要したが、本発明の収納設備Ａは各部材を壁面に背面を接した状態で組み立てれば
よいので、施工を簡略化し作業の迅速化を図ることができる。
【００１０】
さらに、収納設備Ａを壁面に設置する際、収納設備Ａは背面が開放された状態で壁面に閉
塞されるので、壁面が収納設備Ａの背板の代わりとなる。従って、少なくとも背板となる
部材を減らしコストを削減できる。また、例えば、壁面に綺麗な壁紙が貼設されている場
合には、壁面に設置した収納設備Ａの背面部分の壁紙を無駄にすることなく、この部分の
壁紙により収納設備Ａ内部を綺麗に演出することができる。これにより、収納設備Ａが設
置される壁面は、収納設備Ａを支持するだけでなく収納設備の内観をも考慮して有効に利
用される。
【００１１】
また、収納設備Ａは、開閉部材４ｂと、開閉部材４ｂを支持する枠部４ａとを一体に形成
するようにして開閉枠部４が構成されるので、開閉部材４ｂと枠部４ａとのユニット化を
図ることができ、開閉枠部４の輸送及び管理が容易になる。また、予め開閉部材４ｂを枠
部４ａに一体に形成すれば、現場での施工が容易になる。そして、天板１、底部２、側部
３とに囲まれる空間に対して、開閉枠部４の左右幅を狭くするようにすれば、開閉枠部４
を複数並列させて設けることも可能になる。この場合、開閉部材（例えば、扉）が取り付
けられた箱体を並列させた収納設備と異なり、収納設備Ａ内部が箱体の側壁で仕切られる
こともないので、収納設備Ａ内部には広いスペースが確保され、収納設備Ａの収納能力を
向上させることができる。
【００１２】
　請求項３記載の発明は、例えば図２及び図４に示すように、建築物の壁面に背面を接し
て設置されるとともに、背板がないことにより開放した状態の背面が壁面に閉塞される壁
面利用収納設備Ａであって、上部に配置される天板１と、下部に配置される底部２と、左
右両側に配置される側部３と、これら天板１と底部２と左右の側部３に囲まれた空間の前
面側に配置される開閉部材（扉）４ｂ及び該開閉部材４ｂを支持する矩形枠状の枠部４ａ
を有する開閉枠部４とを備え、これら天板１、底部２、側部３及び開閉枠部４が建築物内
に運び込まれて前記壁面に背面を接した状態で組み立てられ、
　少なくとも一方の側部３を前記壁面１０と直交するコーナ部壁面１１に接して配置する
ことが可能とされ、かつ、前記側部３に設けられる側板として、該側板の外側の側面が、
コーナ部壁面１１に接することなく露出する場合に用いられる化粧側板２０と、前記側板
の外側の側面がコーナ部壁面１１に接して露出しない場合に用いられる調整材２１とが用
意され、これら化粧側板２０と調整材２１とのうちのいずれかを選択して使用可能とされ
ていることを特徴とする。
【００１３】
　請求項３記載の発明によれば、側部３として化粧側板２０と調整材２１とのうちのいず
れかが選択・使用されるので、収納設備Ａの左右側面側が室内に露出する場合にもコーナ
部壁面１１に露出する場合にも対応できる。従って、収納設備Ａの左右両側面がコーナ部
壁面１１に露出する場合（壁面が凹状に形成された場合）でも、収納設備Ａはこの壁面に
対応できる。ここで、収納設備Ａの左右側面がコーナ部壁面１１に露出した場合に、高価
な化粧側板に代えて安価な調整材を使用することで部材のコストを削減できる。
【００１４】
なお、化粧側板２０は、収納設備Ａの側部３が室内に露出する場合に、室内側からの外観
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意匠性を向上させるために設置される側板である。また、調整材２１は、収納設備Ａの側
部３がコーナ部壁面１１に接する場合に、収納設備Ａとコーナ部壁面１１との間隔を調整
する側板である。従って、収納設備Ａを壁面に設置する際に施工誤差が生じたとしても、
調整材２１自体の厚みを変更することにより、収納設備Ａを正確に壁面に設置させること
ができる。
【００１５】
　請求項４記載の発明は、例えば図１０に示すように、請求項３記載の収納設備Ａにおい
て、前記化粧側板２０及び調整材２１の内面側に棚板を支持する棚板支持部（丸ダボ）１
５が設けられていることを特徴とする。
【００１６】
　請求項４記載の発明によれば、化粧側板２０及び調整材２１の内面側に棚板支持部１５
が設けられているので、収納設備Ａ内部に棚板を設置することができる。従って、収納設
備Ａ内の空間を棚板で仕切るようにして、収納設備Ａ内部の自由な空間利用が可能となる
。また、収納設備Ａ内に棚板を設置することにより、収納物を整理した状態で収納するこ
とができる。
【００１７】
　請求項５記載の発明は、例えば図１０に示すように、請求項４記載の収納設備Ａにおい
て、前記調整材２１が、前側に配置される前部調整材２１ａと後ろ側に配置される後部調
整材２１ｂとからなり、これら前部調整材２１ａと後部調整材２１ｂとの両方に棚板支持
部（丸ダボ）１５が設けられていることを特徴とする。
【００１８】
　請求項５記載の発明によれば、調整材２１が前部調整材２１aと後部調整材２１ｂとか
らなるので、前部調整材２１ａと後部調整材２１ｂとに挟まれるべき中間部分の調整材２
１の部材コストを削減することができる。また、調整材２１は一枚の板状の部材ではなく
、前部調整材２１ａ及び後部調整材２１ｂといった前後に分割された状態で扱われるので
、調整材２１自体の重量が軽量化され、収納設備Ａを壁面に設置する際の調整材２１の取
り扱いが容易になる。また、前部調整材２１ａと後部調整材２１ｂとの両方に棚板支持部
１５が設けられているので、前後の調整材２１ａ，２１ｂにより棚板を確実に支持するこ
とができる。さらに、例えば、棚板を後部調整材２１ｂの幅と略同じにして収納設備Ａの
奥側にのみ棚板を設置したい場合、後部調整材２１ｂの棚板支持部１５にのみ棚板を支持
させ、収納設備Ａ内部の前面側に広いスペースを確保し、収納設備Ａの収納空間を自由に
使うことができる。
【００１９】
　請求項６記載の発明は、例えば図３に示すように、請求項１～５のいずれか一つに記載
の収納設備Ａにおいて、前記壁面１０に受桟１２が取り付けられ、該受桟１２に少なくと
も天板１が支持されることにより、前記底部２が床面１３から離れて全体が吊られた状態
となっていることを特徴とする。
【００２０】
　請求項６記載の発明によれば、底部２が床面１３から離れて全体が吊られた状態となる
ので、例えば、住宅の内外を居住者が行き来する床面が汚れやすい玄関等の場所に収納設
備Ａを設置した場合、収納設備Ａ自体の汚れを防止することができる。また、床面１３か
ら離れて吊られた状態に収納設備Ａを設置することができるので、住宅内の不必要に壁面
が開放された部分の空間を収納空間として有効に利用することができる。例えば、洗面台
やキッチンの上部に吊られた状態の収納設備Ａを設けるようにすれば、日用品や料理道具
等を収納でき、洗面台やキッチンの使い勝手を向上させることができる。
【００２１】
　請求項７記載の発明は、例えば図６に示すように、請求項６記載の収納設備Ａにおいて
、左右両側部３が前記壁面１０と直交するコーナ部壁面１１に接して配置され、該コーナ
部壁面１１にも受桟（突出部材）１４が取り付けられ、前記壁面１０に取り付けられた受
桟１４と前記コーナ部壁面１１に取り付けられた受桟１４との両方により吊られた状態に
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支持されていることを特徴とする。
【００２２】
　請求項７記載の発明によれば、収納設備Ａは、収納設備Ａの背面側に配置される壁面１
０と該壁面１０に直交するコーナ部壁面１１との受桟１４の両方により吊られて支持され
るので、収納設備Ａを確実に壁面に設置することができる。従って、吊られた状態の収納
設備Ａであっても、ある程度の重量を有する収納物を収納することができる。
【００２７】
【発明の実施の形態】
［第一の実施の形態］
以下、本発明の壁面利用収納設備（以下、収納設備と称する）に係る実施の形態について
図面を参照して説明する。まず、第一の実施の形態において、収納設備の基本構成を詳細
に説明する。その後、基本構成を応用した（第二乃至第五の）実施の形態について図面を
参照して説明する。なお、本発明の収納設備は、建築物の壁面に背面を接して設置される
とともに、背板を使用しないことにより開放した状態の背面が壁面に閉塞されるものであ
る。
【００２８】
図１に示すように、収納設備Ａは上部に配置される板状の天板１と、下部に配置される板
状の底部２と、左右両側に配置される板状の側部３と、これら天板１と底部２と左右の側
部３に囲まれた空間の前面側、すなわち収納設備Ａの室内側に配置される開閉枠部４とを
備えている。
【００２９】
開閉枠部４は、矩形枠状に形成された枠部４ａと、枠部４ａに支持されるとともに収納設
備Ａの前面側に向かって左右に開閉する扉４ｂ（開閉部材）とが取付金具５により一体に
形成されている。また、扉４ｂの前面（表面）側には、扉４ｂを開閉する際に把持する取
手部６（図１には図示されていない）が取り付けられている。なお、収納設備Ａを壁面に
設置する場合、開閉枠部４の枠部４ａの外周は、天板１と底部２と側部３とによって囲ま
れる空間の内周よりやや小さくなるように設計され、開閉枠部４は収納設備Ａの前面側か
ら、この空間に隙間無くはめ込まれる状態になる。また、枠部４ａの前後幅は扉４ｂが取
付可能な最小幅であることが好ましい。枠部４ａの前後幅を狭くすることにより、枠部４
ａと扉４ｂとが一体に形成された開閉枠部４は、輸送時においてかさばらない。
【００３０】
この場合、扉４ｂと扉４ｂを支持する枠部４ａとが一体に形成されて開閉枠部４が構成さ
れているので、扉４ｂと枠部４ａとがユニット化され、開閉枠部４の輸送及び管理が容易
になる。また、天板１と底部２と側部３とに囲まれる空間に対して、開閉枠部４の左右幅
を狭くするように設計すれば、開閉枠部４を複数並列させて設けることも可能になる。
【００３１】
なお、左右の枠部４ａ（以下、左右枠部４ａと称する）に扉４ｂが取り付けられ、扉４ｂ
は両開きとなっているが、左右枠部４ａの左右のいずれかの側に扉４ｂを取り付けて片開
きとなるようにしてもよい。また、上部の枠部４ａ（以下、上枠部４ａと称する）または
下部の枠部４ａ（以下、下枠部４ａと称する）に取付金具５を設けて扉４ｂを上下に開閉
するようにしてもよい。さらに、枠部４ａ内部に溝やレールを設けて、この溝やレールに
引戸を沿わせて水平方向に開閉するようにしてもよい。
【００３２】
［第二の実施の形態］
次に、上記した基本構成を応用した具体的な第二の実施の形態について、図面を参照して
説明する。なお、基本構成で示した構成要素については、同一の符号を付して説明を省略
する。
【００３３】
図２に示すように、収納設備Ａは上下に天板１及び底部２を配置させ、天板１と底部２と
に挟まれる空間に開閉枠部４を横に並列させて形成されている。詳しくは、天板１と底部
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２との間に挟まれる空間の前面側（室内側）に、扉４ｂを取り付けた二つの枠部４ａが横
に隣接された状態ではめ込まれている。そして、これら枠部４ａに取り付けられた扉４ｂ
が外側に向かって左右に開閉するようになっている。
【００３４】
また、図２及び図３に示すように、開閉枠部４の左右枠部４ａの扉４ｂが設けられている
側とは反対側、すなわち収納設備Ａの内部側には、棚板８を支持する棚板支持部７が取り
付けられている。そして、左右枠部４ａに取り付けられた棚板支持部７に支持された状態
で棚板８が複数段（図２においては三段）にわたって収納設備Ａ内部に配置されている。
【００３５】
詳細に説明すると、図３に示すように、左右枠部４ａの収納設備Ａ内部側の側面には、断
面コ字状の棒状の部材である固定部９が上下に取り付けられている。
そして、固定部９に棚板支持部７が固定されるようになっている。固定部９は、固定部９
の開放された部分が左右枠部４ａの側面に向かって取り付けられ、また、断面コ字状に形
成された固定部９の背面部に等間隔な孔９ａが複数形成されている。
また、棚板支持部７は、棚板支持部７の基端部７ａが略直角に屈曲して形成されていると
ともに、基端部７ａに連続し、棚板８を載置する載置部７ｂが壁面１０（以下、壁面１０
は収納設備Ａが設置される背面側の壁面を意味する）に向かって延出する部材である。そ
して、基端部７ａには前述の固定部９の孔９ａに係合される鉤状のフック部７ｃが形成さ
れ、フック部７ｃを孔９ａに係合させて棚板支持部７が固定部９、すなわち左右枠部４ａ
に固定されている（拡大図参照）。ここで、フック部７ｃは、複数形成された任意の位置
の孔９ａに対して着脱自在に係合されるので、棚板支持部７は左右枠部４ａに対して着脱
自在となり、棚板支持部７の左右枠部４ａに対する固定位置は任意に変更可能となる。
【００３６】
棚板８は一枚の板状の部材であり、棚板８の左右両端側が棚板支持部７の載置部７ｂに載
置されている。この場合、棚板８の左右両端の前面側には切欠が形成され、この切欠部分
が左右枠部４ａに嵌合されるとともに、左右枠部４ａ内で棚板８が前面側にやや突出した
状態となって棚板８は棚板支持部７に支持されている。ここで、前述したように棚板支持
部７は左右枠部４ａに対して着脱自在であり、かつ、上下に位置の変更が可能なので、棚
板支持部７に支持される棚板８の枚数、（上下方向の）位置を任意に変更することができ
る。
【００３７】
また収納設備Ａは、収納設備Ａの左右両側に配置される側部３を備えている。図２に示す
ように、側部３に設けられる側板として、側板の外側の側面が室内側に露出する場合に用
いられる化粧側板２０と、側板の外側の側面が壁面１０と直交する壁面（以下、コーナ部
壁面と称する）に接する場合に用いられる調整材２１とが用意されている。
【００３８】
例えば、図４（ａ）に示すように、収納設備Ａの側部３がコーナ部壁面１１に接すること
なく露出した場合には、側部３に設けられる側板として化粧側板２０を使用する。また、
図４（ｂ）に示すように、側部３がコーナ部壁面１１に接する場合には、側部３に設けら
れる側板として調整材２１を使用する。従って、収納設備Ａが設置される壁面を考慮して
、化粧側板２０と調整材２１のうちのいずれかを選択して使用することができる。
【００３９】
そして、上述した収納設備Ａは、図３に示すように、天板１の長さと略同じ長さを有する
長尺な部材であるとともに壁面１０に固定された受桟１２に少なくとも天板１が支持され
ることにより、底部２が床面１３から離れて収納設備Ａ全体が吊られた状態となっている
。この場合、天板１の壁面１０側の端部は壁面１０に当接するとともに受桟１２の上部１
２ａに固定されて、収納設備Ａは受桟１２により支持されている。また、底部２及び棚板
支持部７も壁面１０に対して直角に当接した状態になっている。さらに、図３には示され
ていないが、収納設備Ａの左右両側に使用される化粧側板２０または調整材２１が、収納
設備Ａの左右両側に取り付けられている。
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【００４０】
次に、本発明の収納設備Ａの壁面１０への設置方法について図５を参照して説明する。ま
ず最初に収納設備Ａの設置位置を決定する。そして、天板１が取り付けられる位置に受桟
１２を木ネジ等により壁面１０に固定し、図５（ａ）に示すように、天板１の左右両端に
側部３を予め木ネジ等により固定したものを、受桟１２に固定する。その後、図５（ｂ）
に示すように、底部２を左右の側部３の下部に木ネジ等により固定する。この状態におい
て、収納設備Ａは天板１・底部２・側部３とによって略四角形状に形成され、図５（ｃ）
に示すように、開閉枠部４を天板１・底部２・側部３とによって囲まれた空間の前面側に
はめ込み、開閉枠部４を天板１・底部２・側部３に木ネジ等により固定する。最後に、固
定された開閉枠部４に棚板支持部及び棚板を設ける。
【００４１】
なお、図５の場合のように収納設備Ａの左右両側が室内に露出する場合には、側部３とし
て化粧側板２０を使用する。また、収納設備Ａの左右の少なくとも一方の側がコーナ部壁
面１１に露出する場合には側部３として調整材２１を使用する。この場合、調整材２１を
コーナ部壁面１１に木ネジ等により固定してもよいし、しなくてもよい。
【００４２】
これらの工程によって、収納設備Ａは、底部２が床面１３から離れて吊られた状態となり
、収納設備Ａの壁面１０への設置が完了する。なお、収納設備Ａは受桟１２に少なくとも
天板１が支持されて吊られ、受桟１２に固定された天板１に、底部２・開閉枠部４・棚板
８等の部材の重量が負荷される状態となっている。しかし、底部２・側部３の壁面１０側
の端部を壁面１０に当接させて、収納設備Ａ全体の重量負荷を壁面１０に伝わらせること
で、天板１にかかるこれら部材の負荷を軽減させている。この状態で収納設備Ａが壁面１
０に不安定に設置される場合には、例えば、底部２と壁面１０の間にＬ字金具を取り付け
たり、底部２を受桟に支持させる等の施工を行えばよい。
【００４３】
以上、第二の実施の形態に係る収納設備によれば、従来のように箱体を予め組み立ててお
き壁面に設置するのではなく、収納設備Ａの背面を壁面に接した状態で天板１・底部２・
側部３・開閉枠部４等の組立を容易に行い、収納設備Ａを壁面１０に設置できる。また、
収納設備Ａを構成する部材が箱体ではないので、輸送時において、部材がかさばることも
ない。さらに、予め組み立てられた箱状の収納設備であれば、この収納設備を壁面側に移
動させることにも壁面に仮置きすることにも手間を要するが、収納設備Ａは壁面１０に背
面を接した状態で組み立てればよいので、施工を簡略化し作業の迅速化を図ることができ
る。
【００４４】
また、収納設備Ａは、背面が開放された状態で壁面１０に閉塞されるので、壁面１０が収
納設備の背板の代わりとなる。従って、少なくとも背板となる部材を減らしコストを削減
できる。また、例えば、壁面１０に綺麗な壁紙が貼設されている場合には、壁面１０に設
置した収納設備Ａの背面部分の壁紙を無駄にすることなく、この部分の壁紙により収納設
備Ａ内部を綺麗に演出することができる。これにより、壁面１０は、収納設備Ａを支持す
るだけでなく収納設備Ａの内観をも考慮して有効に利用される。
【００４５】
さらに、収納設備Ａは、側部３の側板として化粧側板２０と調整材２１とのうちのいずれ
かが選択・使用されるので、収納設備の左右の側が室内に露出する場合にもコーナ部壁面
１１に露出する場合にも対応できる。従って、例えば、収納設備Ａの左右両側がコーナ部
壁面１１に露出する場合（壁面が凹状に形成された場合）でも収納設備Ａを壁面に容易に
対応させて設置できる。ここで、収納設備Ａの左右の側がコーナ部壁面１１に露出する場
合に、高価な化粧側板ではなく安価な調整材を使用することでコスト削減を図ることがで
きる。
【００４６】
また、収納設備Ａは、底部２が床面１３から離れて全体が吊られた状態となるので、例え
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ば、住宅の内外を居住者が行き来するような床面１３が汚れやすい玄関等の場所に収納設
備Ａを設置するようにすれば、収納設備Ａ自体の汚れを防止することができる。また、受
桟１２により少なくとも天板１が支持されて、吊られた状態に収納設備Ａを設置すること
ができるので、住宅内の不必要に壁面が開放された部分の空間を収納空間として有効に利
用することができる。例えば、洗面台やキッチンの上部に吊られた状態の収納設備Ａを設
けるようにすれば、日用品や料理道具等を収納でき、洗面台やキッチンの使い勝手を向上
させることができる。
【００４７】
［第三の実施の形態］
次に、第三の実施の形態について図面を参照して説明する。なお、構成要素が第一・第二
の実施の形態で説明したものと同様である場合には、同一の符号を付して説明を省略する
。
【００４８】
図６及び７に示すように、天板１と底部２とが取り付けられる壁面１０及びコーナ部壁面
１１には、天板１及び底部２を支持するために壁面１０及びコーナ部壁面１１表面から室
内側に向かって突出する長尺状の突出部材１４（受桟）が固定されている。詳しくは、突
出部材１４は壁面１０及びコーナ部壁面１１に連続して略コ字状に横方向に形成されてい
る。そして、突出部材１４は木質からなる角材を横方向に配置して木ネジ等により壁面１
０及びコーナ部壁面１１に固定することにより形成されるものである。また、天板１及び
底部２の壁面１０及びコーナ部壁面１１側の端面には、突出部材１４がはめ込まれる凹状
のはめ込み凹部１ａ，２ａ（溝）が形成されている。
【００４９】
そして、天板１及び底部２を壁面１０及びコーナ部壁面１１に設置する際には、天板１及
び底部２のはめ込み凹部１ａ，２ａを左右のコーナ部壁面１１の突出部材１４にはめ込み
スライドさせる。その後、天板１及び底部２の背面側に相当するはめ込み凹部１ａ，２ａ
を壁面１０の突出部材１４にはめ込み、天板１及び底部２が受桟となる突出部材１４に支
持される。そして、開閉枠部４を天板１及び底部２の間にはめ込み、その後、木ネジ等に
より固定し、収納設備Ａ全体が吊られた状態で、壁面１０及び壁面１０を左右から囲むコ
ーナ部壁面１１に設置される。
【００５０】
なお図８に示すように、収納設備Ａの左右両側はコーナ部壁面１１に接するので、調整材
２１を用意・使用し、収納設備Ａの左右両側とコーナ部壁面１１との隙間を調整する。ま
た図８及び図９に示すように、開閉枠部４の左右枠部４ａに棚板支持部７を設けて棚板８
を支持させ、収納設備Ａ内部に棚板８を設けるようにしてもよい。
【００５１】
以上、第三の実施の形態に係る収納設備Ａによれば、収納設備Ａは壁面１０とコーナ部壁
面１１との突出部材１４の両方により支持され吊られた状態となるので、収納設備Ａを確
実に壁面へ設置することができる。従って、収納設備Ａは吊られた状態であっても、ある
程度の重量を有する収納物を収納することができる。
【００５２】
［第四の実施の形態］
次に、第四の実施の形態について説明する。なお、前述した第一乃至第三の実施の形態と
同様の構成要素については同一の符号を付して、説明を省略する。
【００５３】
図１０に示すように、収納設備Ａが壁面１０とコーナ部壁面１１とから構成される入隅状
の壁面に設置される場合であって、コーナ部壁面１１に接する側部３として調整材２１が
使用される。この調整材２１は収納設備Ａの前側に配置される前部調整材２１ａと、収納
設備Ａの奥側に配置される後部調整材２１ｂとからなる。そして、前部調整材２１ａと後
部調整材２１ｂとが互いに平行に離間してコーナ部壁面１１に木ネジ等により固定されて
いる。
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【００５４】
また、前部調整材２１ａ及び後部調整材２１ｂの内面側に上下に略同じ間隔を開けて丸ダ
ボ１５（棚板支持部）が植え込まれている。さらに、コーナ部壁面１１に接することなく
露出した状態の収納設備Ａの側面側であって、これら調整材２１ａ，２１ｂの対向する位
置に配置される化粧側板２０の内面側にも丸ダボ１５が植え込まれている（図１０では隠
れて見えない）。そして、前部及び後部調整材２１ａ，２１ｂ及び化粧側板２０に植え込
まれた丸ダボ１５に支持されて、収納設備Ａ内部に棚板８が設けられるようになっている
。さらに、図示しないが、天板１・前部調整材２１ａ・化粧側板２０・底部２で囲まれる
空間の前面側に開閉枠部が設けられている。
【００５５】
なお、詳細な説明は省略するが、収納設備Ａを設置する際には、まず、前後の調整材２１
ａ，２１ｂをコーナ部壁面１１に固定する。その後、壁面１０に固定された受桟（図示し
ない）に天板１を固定する。この場合、天板１の端部をコーナ部壁面１１に当接させると
ともに、この端部が前後の調整材２１ａ，２１ｂの上部にも当接するようにして、天板１
を固定する。そして、底部２、化粧側板２０、開閉枠部４を天板１に支持されるように組
立・固定する。また、収納設備Ａの左右両側がコーナ部壁面１１に接する場合には、収納
設備Ａの左右両側に前述した前後の調整材２１ａ，２１ｂを使用すればよい。
【００５６】
なお、天板１を壁面１０に固定する際に、受桟に支持させるのではなく、前後の調整材２
１ａ，２１ｂの上部間に丸ダボが設けられたスペーサーを挟み込み、前後の調整材２１ａ
，２１ｂ、スペーサー及び化粧側板２０の丸ダボ１５に天板１を支持させるようにしても
よい。また、前後の調整材２１ａ，２１ｂの下部間にもスペーサーを設けるようにしても
よい。この場合、収納設備Ａ内部の前後の調整材２１ａ，２１ｂの下部間の隙間に収納物
がはさまったり、また、この隙間から収納物が落ちたりすることもない。
【００５７】
以上、第四の実施の形態に係る収納設備Ａによれば、化粧側板２０及び調整材２１の内面
側に丸ダボ１５が設けられているので、収納設備Ａ内部に棚板を設置することができる。
従って、収納設備Ａ内の空間を棚板で仕切るようにして、収納設備Ａ内部の自由な空間利
用が可能となる。また、収納設備Ａ内に棚板を設置することにより、収納物を整理した状
態で収納することができる。
【００５８】
また、調整材２１が前部調整材２１ａと後部調整材２１ｂとからなるので、前部調整材２
１ａと後部調整材２１ｂとに挟まれるべき中間部分の調整材の部材コストを削減すること
ができる。また、調整材２１は一枚の板状の部材ではなく、前部調整材２１ａ及び後部調
整材２１ｂといった前後に分割された状態で扱われるので、調整材２１自体の重量が軽量
化され、収納設備Ａを壁面に設置する際には、調整材２１の取り扱いが容易になる。
【００５９】
また、前部調整材２１ａと後部調整材２１ｂとの両方に丸ダボ１５が設けられているので
、前後の調整材２１ａ，２１ｂにより棚板を確実に支持することができるようになる。さ
らに、例えば、棚板を後部調整材２１ｂの幅と略同じにして収納設備Ａの奥側にのみ棚板
を設置したい場合にも、後部調整材２１ｂの丸ダボ１５にのみ棚板を支持させることで、
収納設備Ａ内部の前面側に広いスペースを確保し、収納空間を自由に使うことができるよ
うになる。
【００６０】
［第五の実施の形態］
次に、第五の実施の形態について説明する。なお、前述した第一乃至第四の実施の形態と
同様の構成要素については同一の符号を付して、説明を省略する。
【００６１】
図１１に示すように、（例えば、クローゼットととして用いられる）収納設備Ａの背面側
の壁面１０には、棚板（図示しない）を支持する棚板取付部１６が上下に複数設けられて
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いる。棚板取付部１６は壁面１０に取り付けられる基端部１６ａと、基端部１６ａから収
納設備Ａ内部に延出して棚板が載置される載置部１６ｂとからなる。
【００６２】
基端部１６ａは壁面１０の上下に連続して固定されたレール状の支持レール１７に嵌合さ
れて、棚板取付部１６が上下にスライド移動できるようになっている。また、載置部１６
ｂは基端部１６ａから収納設備Ａ内部に延出して棚板が載置されるとともに、棚板を支持
することができる。従って、収納設備Ａ内部で棚板が設置された場合には、棚板は棚板取
付部１６とともに上下に移動可能となる。
【００６３】
また、収納設備Ａの下部には、収納設備Ａ全体を支持する設備支持部１９が設けられてい
る。設備支持部１９は、収納設備Ａの全幅にわたって延在する長尺な部材であって、底部
２の下面の壁面１０側及び収納設備Ａの設置された前面側に設けられ、収納設備Ａ全体を
支持する。従って、収納設備Ａは設備支持部１９によって支持されて、床面１３よりやや
高い位置に配置されている。
【００６４】
さらに、収納設備Ａの前面側には、枠部４ａと扉４ｂとがパネル化された開閉枠部４が横
に並列されて設けられている。このように、天板１・底部２・側部３とから囲まれる空間
に、開閉枠部４を隣接させて複数並列させれば、従来のような扉を有する箱状の収納設備
を隣接させて壁面に取り付ける必要はない。従って、従来であれば収納設備内部は箱体の
側壁に仕切られていたものが、開閉枠部４を並列させることで収納設備Ａ内部の仕切りを
排除し、収納設備Ａの内部空間を広く確保することができ、収納設備Ａの収納能力も向上
する。例えば、図１１に示すように、棚板取付部１６の載置部１６ｂの先端にハンガーパ
イプ１８を係合させ、ハンガーパイプ１８を収納設備Ａ内部で左右にわたって架け渡すこ
ともできる。
【００６５】
なお、詳細な説明は省略するが、収納設備Ａを設置する際には、まず収納設備Ａを設置す
る壁面１０に、複数の支持レール１７を間隔を開けて上下方向にそれぞれ固定する。そし
て、固定された複数の支持レール１７に棚板取付部１６の基端部１６ａを嵌合させ、複数
の棚板取付部１６を壁面１０に取り付ける。その後、収納設備Ａ全体が設備支持部１９に
より支持されるように、設計的観点から天板１、底部２、開閉枠部４等を適宜組み立て、
固定し、収納設備Ａの壁面１０への設置を行う。また、前述したように、収納設備Ａの左
右両側においては、側部３が室内に露出する場合には側板として化粧側板２０を使用し、
側部３がコーナ部壁面１１に接する場合には側板として調整材２１を使用する。
【００６６】
以上、第五の実施の形態に係る収納設備Ａによれば、壁面１０を躯体利用して棚板を支持
するので、棚板にかかる収納物に、ある程度の重量があるとしても、この収納物を十分に
支持することができる。また、例えば、クローゼットのような大きな収納設備Ａを壁面１
０に設置する際に、棚板取付部１６により壁面１０を利用して棚板及び収納物を支持する
ので、収納設備Ａにかかる荷重を軽減させ収納設備Ａを安定な状態で壁面１０に設置でき
る。
【００６７】
【発明の効果】
請求項１記載の発明によれば、壁面利用収納設備を容易に組み立てて、壁面に設置するこ
とができるとともに、背面側の壁面を有効に利用することができる。また、壁面利用収納
設備は、輸送時において部材がかさばることもない。さらに、本発明の壁面利用収納設備
は、背板を使用しないことにより、少なくとも背板となる部材を減らしコストを削減でき
る。また、開閉部材と、開閉部材を支持する枠部とを一体に形成するようにして開閉枠部
を構成するので、開閉部材と枠部とのユニット化を図ることができ、開閉枠部の輸送及び
管理が容易になる。
【００６８】
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請求項２記載の発明によれば、壁面利用収納設備の左右側面側が室内に露出する場合にも
壁面（コーナ部壁面）に露出する場合にも対応できる。
【００６９】
請求項３記載の発明によれば、壁面利用収納設備内部に棚板を設置することができる。ま
た、壁面利用収納設備内に棚板を設置することにより、収納物を整理した状態で収納する
ことができる。
【００７０】
請求項４記載の発明によれば、調整材の部材コストを削減することができる。また、調整
材自体の重量が軽量化され、収納設備を壁面に設置する際には、調整材の取り扱いが容易
になる。また、前部調整材と後部調整材との両方に棚板支持部が設けられているので、前
後の調整材により棚板を確実に支持することができる。
【００７１】
請求項５記載の発明によれば、底部が床面から離れて全体が吊られた状態となるので、例
えば、玄関等の場所に壁面利用収納設備を設置するようにすれば、収納設備自体の汚れを
防止することができる。また、床面から離れて吊られた状態に壁面利用収納設備を設置す
ることができるので、住宅内の不必要に壁面が開放された部分の空間を収納空間として有
効に利用することができる。
【００７２】
請求項６記載の発明によれば、壁面利用収納設備を確実に壁面に設置することができる。
従って、本発明のの壁面利用収納設備が吊られた状態であっても、ある程度の重量を有す
る収納物を収納することができる。
【００７３】
請求項７記載の発明によれば、壁面利用収納設備内部の棚板の位置を任意に変更すること
ができる。
【００７４】
請求項８記載の発明によれば、棚板にかかる収納物にある程度の重量があるとしても、こ
の収納物を十分に支持することができる。また、棚板取付部により壁面を躯体利用して棚
板及び収納物を支持するので、壁面利用収納設備にかかる荷重を軽減させ、壁面利用収納
設備を安定な状態で壁面に設置できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第一の実施の形態に係る壁面利用収納設備の基本構成を示す斜視図である。
【図２】第二の実施の形態に係る壁面利用収納設備を示す斜視図である。
【図３】前記壁面利用収納設備を示す縦断側面図である。
【図４】前記壁面利用収納設備を種々の壁面に設置した場合を示す平面図である。
【図５】前記壁面利用収納設備の壁面への設置を説明するための概略図である。
【図６】第三の実施の形態に係る壁面利用収納設備を示す斜視図である。
【図７】前記壁面利用収納設備を示す縦断側面図である。
【図８】前記壁面利用収納設備を示す斜視図である。
【図９】前記壁面利用収納設備を示す縦断側面図である。
【図１０】第四の実施の形態に係る壁面利用収納設備を示す斜視図である。
【図１１】第五の実施の形態に係る壁面利用収納設備を示す（ａ）正面図（ｂ）縦断側面
図である。
【符号の説明】
Ａ　　　壁面利用収納設備
１　　　天板
２　　　底部
３　　　側部
４　　　開閉枠部
４ａ　　枠部
４ｂ　　扉（開閉部材）
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８　　　棚板
１０　　壁面
１１　　コーナ部壁面
１２　　受桟
１４　　突出部材（受桟）
１５　　丸ダボ（棚板支持部）
１６　　棚板取付部
２０　　化粧側板
２１　　調整材
２１ａ　前部調整材
２１ｂ　後部調整材

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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